
 

 

□ （1） 電気が流れる道すじ。 （1）

□ （2） 回路を流れる電気。 （2）

□ （3） 電流を流すために使われる金属の線。 （3）

□ （4） 電流の流れる道すじが一つの輪になるつなぎ方。 （4）

□ （5） （4）のような回路。 （5）

□ （6） 道すじが途中で分かれるようなつなぎ方。 （6）

□ （7） （6）のような回路。 （7）

□ （8） 電流の単位（A）。 （8）

□ （9） 1Ａ＝（　　　）ｍＡ。 （9）

□ （10） 電流を流すはたらきの大小を表す量。 （10）

□ （11） 電熱線を流れる電流は電圧に比例する。この法則。 （11）

□ （12） 電流の流れにくさ。 （12）

□ （13） （12）の単位。 （13）

□ （14） 抵抗をＲ（Ω）、電圧をＶ（Ｖ）、電流をＩ（Ａ）で表すときのオームの法則。 （14）

□ （15） 抵抗が3Ωの電熱線に2Ａの電流が流れている。この電熱線には、何Vの電圧がかかっているか。 （15）

□ （16） ある電熱線に1Ｖの電圧をかけたら0.5Ａの電流が流れた。この電熱線の抵抗は何Ωか。 （16）

□ （17） この電熱線に3Ｖの電圧をかけたとき、流れる電流は何Aか。 （17）

□ （18） 20Ωの電熱線に0.3Ａの電流を流すには、何Vの電圧をかけたらよいか。 （18）

□ （19） Ｒ1の抵抗とＲ2の抵抗を直列につなぐときの全体の抵抗Ｒ。 （19）

□ （20） Ｒ1の抵抗とＲ2の抵抗を並列につなぐときの全体の抵抗Ｒ。 （20）

□ （21） 金属などの電流が流れる物質。 （21）

□ （22） プラスチックなどの電流が流れない物質。 （22）

□ （23） いろいろなはたらきをする能力。 （23）

□ （24） 電気がもつエネルギー。 （24）

□ （25） 1秒あたりに使う電気エネルギーの量。 （25）

□ （26） 電力の単位。 （26）

□ （27） 電力（Ｗ）の求め方。 （27）

□ （28） 100Ｖで500Ｗのアイロンを使うとき、何Ａの電流が流れるか。 （28）

□ （29） 1Ｗの電力で、電流を1秒間流したとき、電熱線の発熱量の単位。 （29）

□ （30） （29）の電熱線の発熱量の求め方。 （30）

□ （31） 熱量と水の上昇温度の関係式。 （31）

□ （32） 電力と時間の積。 （32）
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